稱 


虫 


末筆ながら，上記標本を恵与された坪井氏，ならびに 
発表にあたりいろいろと御指苺いただいた平野幸彦氏に 
感謝申し上げる。 

(亍182調布市柴崎 2-18-1) 

長野県軽井沢における 

オオシラホシハナノミの記録 

平山洋人 

ハナノミ科オオシラホシハナ 
ノミ Hoshihananomta ptrirza 
KONO は，本州からは現在ま 
でに群馬県片品村大沢，兵庫県 
氷ノ山から記録され，原産地北 
海道の他に四国 • 九州でも採粜 
されている（未発表）らしいが， 

V 、ずれの地においても稀なもの 
のようである。 

1973年， 3 E 者は钰丼沢におい 
て本 M を採災しているので報告 
しておく。 

1?,畏野阽北佐久邯钰井沢 
町矢ヶ崎山, 8. \1.1973 

ワ レモ コウ，ァザミ頹の多い 

(を飛翔中のもの。 

末卫ながら，本紐の同定および御教示下さった交正 
敏氏に深く感謝したい0 

(亍336浦和市大字文钹11ぺ S ) 

山梨県のオオキボシハナノミの記録 

高桑正 S 

ハナノミ科オオキボシハナ 
ノミ Hoshihananomta au- 
romaculata nippomca AO- 
MURA は南方系の種と考えら 
れ，原亜種は台湾に産する。 
本亜種は屋久 a • 対馬 • 四国 
•本州から記録され，また意 
外にも北海道トムラウシにお 
ける単発記録がある。本州で 
は奈良県春日山に稀ではない 
らしい•が，その他の地域では 
これまで採集された話を聞い 
ていない。しかし，1972年;こ 
山梨県大菩薩山塊で2頭が採 
集され，ようやく北海道と奈 
良県との分布空白が一部だが埋まったので，ここ;こ報告 


しておきたい。 

2??,山梨県大月市小金沢林道（標高杓 13 G 0 m ), 
30.1.1972, 木村欣二•露木繁雄採集，標本$者保管 

なお，上記山梨県産は他産地のものと比較匕てとくに 
差は見いだせず，わずかに1罕の上翅黄色纹がやや淡色 
であるにすぎない0 

(:〒236横浜市金沢区六浦町3577) 

伊豆半島でハチジョウウスアヤカミキリを採集 
小田義広* •久保田篤男〃 

ハチジョウウスアヤカミキリ Bumetopia japonica 
heiana HAYASHI は従来，伊豆諸&から知られていた 
が，1971年に石田正明氏によって千葉県勝浦の採集例が 
報告され（月刊むし18号，16頁)，本州にも分布するこ 
とが明らかとなった。 

筆者2人は静岡県伊豆半&下田付近を訪れた際:こ，メ 
ダヶ材中より成虫を得ることができたので，千葉県下に 
統く本州の記録としてここに報告しておきたい。 

12 exs .， 伊豆半岛下田〜須崎， 11. 11.1973 



左： 3右：？ 

* (:〒 253- C 1 神奈川県 K 座郡寒川町含見) 
(干 346久喜市六万 9 i 埼玉県 S 芸試験場) 


長野県戸台でヨコグロケシカミキリ 

大天昭夫 

1973年5月4 , 5日に長野®上伊那郡戸台を訪れた際 
に同所の枯木を採集してきたところ，ョコグロヶシカミ 
キリ Exocentrus fisheri GRESSITT が1頭脱出した 
ので報告する。 

1 S , 横浜羽化脱出， 21. 7.1973,材湩不明 
(長野県上伊那郡戸台， 4. 7.1973,苯者採集） 

本種は草間®—（1973,日本産カミキリの生態と分布 
一 K 表，新しい昆虫採染案内 HO によれば，扎幌•南大 
雪•福岛県沿ノ花•奥日光•武尊山から得られ，長野阽 
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下からはまだ報告はないものと思われる。 

(干230横浜市餌見区潮田町 3-138-1) 

長野県扉温泉で厶ネモンヤツボシカミキリ 

林 良 一 

1972年3月19日に長野県松本市外の®温泉から持ち帰 
ったサルナシ材を，帰宅後の同年4月2日に割ってみた 
ところ，ムネモンヤツボシカミキリ Saperda tetrasti - 

gma Bates 1 s (成虫）が出てきた0 
扉温泉の早川広文氏によれば，同地での採集例を聞か 
ないということなのでここに報告しておく0 

なお，同じサルナシ材からは後日に多数のアカネカミ 
キリ Phymatodes maaki ( KRAATZ ) が脱出した。 

(:〒154世田谷区上馬 5-38-3) 

厶ネモンウスアオカミキリ石垣島の記録 

杉野広一 

台湾原産のムネモンウスアオ 
カミキリ Parcutetrapha ma - 
gnifica ( SCHWARZER ) は，わ 
が®からは八山諸/！•西表 Cj で 
の3例の報告"， 2) があるが，笨 
者は石垣 C/ から採染できたので 
報告しておく。 

1石坦ォモト S ,11. 
IV. 1973,杉野広一採染 
なお，この個体は頭部と前胸 
の讶い f. unicolor である0 

1) 小 ft •林•国吉•渡辺： ra 知大学学術研究報告 
14，自然科学 n No. 9, p. 99,1965 

2) Yokoyama , H.: Em. Rev . Japan 23(2), 
p.100, 1971 

(亍 663 西宮市上大市卜 1.18) 

伊豆御蔵島のカミキリ2種 

藤田 宏 

1. ハネナシチビカミキリ 

Palaus\bra hachijoensis HAYASHI 
1 S, 御藏 a 瓜崎 H 尾， 30. \1.1973,藤田宏採集 
伐採木のビーティングによる0 
1?,御藏岛川田，1•河.1973,藤田宏採集 
シイ倒木のまだ枯葉が付®している枯枝のビーティン 
グによる。 

本槌は東南アジア（パラォ諸 fi ?) に同 SM をただ1つ 
もち，また形態的にも写 K に示すように，一見アカガネ 
カミキリにも似る？という特異な種である。 




左：ハネナシチビカミキリ 右：アヤモン 
チビカミキリ 


八丈& (原産地）と御蔵 ft より記録されているが，八 
丈岛では®記成（1958年）以来採染された話は問かず， 
また御藏においても数洌のみで S 近は得られていなか 
ったもののため，報告しておきたい0 
2. アヤモンチビカミキリ Sybra or din at a BATES 
lex ., 御茲 il 里， 1 〜 8. \ 1.197 3, T. XoMURA • T. 
Akiyama 採染 

沌子以南の以々には泞通に産し，四 ra • 九州にも分 
布するが，本州からは確灾な;;•己奴を知らない。もちろん 
伊豆;•からの記録も従来なかったもので（沢田•渡辺 
(19(39) の；记録はミクラチビカミキリ Sybrodiboma 
mikurcnsis HAYASHI のことである），今回か f 尸 
fo としては初めてと思われる。 

(:〒110台} U •区合朿2ン J 9 H ;) 


屋久島でオニホソコバネカミキリ £ を採集 

川田一之 



: g 者は，1973年7月に S 久を訪 

れた際に，ォニ ホソコバネヵミ キリ 
Nec\daLis gigantca KANO 罕を 
採染した。これまで S は3頭得られ 
ているが，？は初めてと思われるの 
で報告する。 

1?,屋久&白谷， 21. 1973 
土場を飛んでいる所を採粢。 

この個体は，群馬県大沢産のもの 
と比較すると，触角がいくぶん長 
く，細い体をしている。 

なお，この土場では数日の間に， 
本補のほかキスジトラ （ subsp .々 a - 
makarii ) • ムモンチャイロホソバ 
ネ • トラフホソバネ•アラカワシロ 
ヘリトラ•ヤクシマミドリ等のカミ 
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